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推進体制8

本ビジョンの基本方針に基づく施策を推進するため、株式会社空・道・港や観光協会をはじめとする
各種関係団体や観光事業者と連携・協力や効果的な役割分担をしながら、エリア全体の観光振興を進め
ます。

また、広域エリアの連携についても、関係自治体、関係団体とともに取り組んでいきます。

35万人
UP

三原市観光ビジョン

令和６年３月



基本方針

三原市の観光振興の現状と課題

めざす将来像

計画期間

三原市観光ビジョン策定の目的

「三原ならでは」の魅力的な観光コンテンツが数多くあり、観光客が周遊・滞在している。
市民一人ひとりがまちの魅力を知り、地域に誇りと愛着をもつとともに、行政、民間企業、関係
団体等が共に積極的に「おもてなし」を行う体制が整っている。
三原の魅力（瀬戸内をはじめとする豊かな自然、継承されてきた祭り・歴史文化、食など）を
活かしたコト体験ができる場所として国内外に知られている。
三原の魅力的な観光情報が海外に伝わり、空港をはじめとする交通拠点性の良さや、整備された
受入れ環境が活かされ、多くの外国人観光客が三原を訪れている。

本ビジョンは、三原市第２次観光戦略プランの計画期間が満了を迎えることから、近年の観光を取り
巻く社会情勢等の変化などを踏まえ、本市の観光行政における将来像及び目標値等を明確にするため、
「三原市観光ビジョン」として策定するものです。
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瀬戸内の食や自然、祭りや歴史文化など、「三原ならでは」の魅力を
体感した方が、三原を好きになり、また訪れたくなる観光地をめざします

本ビジョンでは、本市のめざす将来像を実現するために、「三原ならではの強みの活用」、「市民の
愛着・誇りの醸成」、「持続可能な観光の推進」、「観光DXの推進」を共通的な視点として、４つの
基本方針を設定します。

目標値

令和 ４年 285万人を

令和10年 445万人にする。

令和 ４年 46億円を

令和10年 154億円にする。

約1,900円
UP

160万人
UP

108億円
UP

４

観光客数

本ビジョンの目標は、第２次観光戦略プランと同様に「観光客数」「観光消費額」「一人当たりの観
光消費額」の増加とし、目標値を次のとおり設定します。新型コロナウイルス感染症の影響による落ち
込みを、計画期間前期の2年間で観光客数400万人まで回復させ、後期3年間で更なる上積みをめざしま
す。

視 点 基本戦略

観光消費額

令和 ４年 1,625円を

令和10年 ３,500円にする。

一人当たりの観光消費額

現 状

課 題

滞在延長、周遊につながる魅力的な観光コンテンツは開発されてきたが、
いまだ不足している
観光推進体制が整ってきているが，人材育成、おもてなし意識の醸成が
十分でない
県外・海外に向けての情報発信が不足している
交通の要衝という強みを活かせていない
外国人観光客の受入体制が十分でない

滞在時間の延長、周遊、更には宿泊につながる
「観光コンテンツの更なる充実」を図ります。ٹ
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地域が稼げる観光施策の推進、観光客の満足度向上に向け、
「観光推進体制の役割分担・人材育成・活用と観光DXの推進」に努めます。

国内外から広く観光客を呼び込むため、効果的な情報発信やプロモーション
活動等「戦略的情報発信」に取り組みます。

今後増加が見込まれる外国人観光客の三原市への誘客や満足度向上のため、
「外国人観光客の受入環境整備」を継続します。

視 点 基本方針

１

基本方針

2

基本方針

3

基本方針

4

基本方針に基づく施策展開

本ビジョンでは、本市のめざす将来像や観光振興を取り巻く現状及び課題等を踏まえ、４つの基本方
針を柱として施策を展開していきます。
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基本方針③

基本方針④

基本方針②

基本方針①

コト消費の拡大

観光推進体制の
役割分担・人材育成・
活用と観光DXの推進

観光コンテンツの
更なる充実

歴史・自然・祭りなど三原ならではの観光商品・サービスの開発

施設整備やサービスの充実

観光サービスを担う人材育成・人材活用

観光客に優しい受入体制（おもてなし・環境）の充実

観光推進体制の役割分担

観光情報の多言語化・情報通信環境の充実

滞在消費の拡大

宿泊につながる事業の強化及び
ナイト・モーニングタイムエコノミーの推進

外国人観光客の
受入環境整備

飲食消費の拡大

たこ・酒・プリンなど三原ならではの「食」の推進
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ターゲットに応じた情報発信

広域連携によるプロモーション強化

戦略的情報発信観光消費額の一人当たり単価が低く、新型コロナウイルス感染症の影響
から更に減少している
県外からの誘客数が少ない傾向に変わりはなく、海外からの誘客数はコ
ロナ禍前の水準に戻っていない

令和6（2024）年度～令和10（2028）年度の5か年
（観光を取り巻く社会情勢等の急激な変化に合わせ、必要に応じ各項目の見直しを行います。）

スマート観光（観光DX）の推進


